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相模原市�

　

地
元
「
東
林
間
連
」
や
「
伍
楽
連
」

「 
阿 
�
連
」
「
ほ
た
る
連
」
を
は
じ

あ

め
、
本
場
徳
島
や
高
円
寺
、
大
和
市
な

ど
か
ら
の
友
好
連
も
参
加
し
、
盛

大
に
�
阿
波
踊
り
�
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
飛
び
入
り

参
加
で
踊
ら
な
そ
ん
そ
ん
�

○
日
時　

８
月
５
日
（
金
）
〈
前

夜
祭
〉
午
後
５
時　

分
〜
８
時　

３０

３０

分
、
６
日
（
土
）
・
７
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
９
時　

分
３０

○
会
場　

東
林
間
駅
前
大
通
り

「
シ
ャ
ン
テ
大
通
り
」

※
前
夜
祭
は
本
部
会
場
（
農
協
東

林
間
支
店
横
）
で
地
元
阿
波
踊
り

連
に
よ
る
演
舞
を
行
い
ま
す
。

○
交
通　

小
田
急
線
東
林
間
駅
下

車□問
 

相
模
原
市
商
業
観
光
課
11
７
６
９
・

８
２
３
６

自然休暇村�

782・3800

大地沢青少年センター�

８月６日から受付開始�
◎予約は全て電話受付です。�

11

１１月分の利用�

１０月分の利用�

【　

月
分
】

１０

　

長
野
県
川
上
村
に
あ
る
自
然
休
暇
村

で
は
、　

月
中
旬
頃
、
紅
葉
が
見
ご
ろ

１０

を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
受
け
付
け
を
す
る
利
用
日
は
、

　

月
１
日
〜　

日
で
す
。

１０

３１

※　

月
４
日
〜
６
日
、　

日
〜　

日
、

１０

１１

１３

　

日
は
小
学
校
移
動
教
室
等
の
た
め
利

１９用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
夏
休
み
期
間
の
ご
予
約
は
受

付
中
で
す
。
８
月
下
旬
は
ま
だ
空
室
が

あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
朝
夕
２
食
２
０
０

０
円
で
食
事
を
提
供
し
ま
す
（
要
予

約
）
。

【　

月
分
】

１１

　

今
回
受
け
付
け
を
す
る
利
用
日
は
、

　

月
１
日
〜　

日
で
す
。

１１

３０

※
火
曜
日
及
び　

月
４
日
、　

日
は
休

１１

２４

館
で
す
。

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
、
利
用
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

　

な
お
、　

月
分
ま
で
の
ご
予
約
は
随

１０

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇

○
申
し
込
み　

８
月
６
日
午
前
８
時　
３０

分
〜
９
時
に
、
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ

ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
お
電

話
い
た
だ
い
た
方
を
同
着
と
み
な
し
、

抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
結
果
に
つ
い

て
は
、
午
前　

時　

分
ま
で
に
連
絡

１０

３０

し
、
以
降
は
電
話
先
着
順
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
方
は
、
「
相
模
原
市
民

た
て
し
な
自
然
の
村
」
（
長
野
県
北
佐

久
郡
立
科
町－

女
神
湖
の
近
く
）
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
（
財
）

相
模
原
市
郡
市
整
備
公
社
・
け
や
き
会

館
（
11
７
５
３
・
３
３
３
３
）
へ
。

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

自

然

休

暇

村

福
祉
有
償
運
送
の
道
路
運
送
法
許
可
申

請
に
関
わ
る
非
営
利
事
業
者
の

説

明

会

　

障
が
い
者
・
高
齢
者
等
、
公
共
交
通

を
利
用
し
て
の
移
動
が
困
難
な
人
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
き
た
非
営
利
事
業
者

に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
道
路
運
送

法
に
よ
る
『
福
祉
有
償
運
送
』
と
し
て

の
許
可
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
非
営

利
事
業
者
は
２
０
０
６
年
３
月
ま
で
に

許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
申
請
を
予
定

し
て
い
る
事
業
者
は
ご
参
加
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月
９
日
（
火
）
午
後
５
時

　

分
か
ら

３０○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室

※
参
加
さ
れ
る
団
体
は
、
事
前
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
福
祉
有
償
運
送
に
つ
い
て
は
、
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１

３
３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
、
高
齢

者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１
２
、
障

が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
７
）

へ
。

「
（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
多
摩

建
築
事
業
」
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価

書
案
に
係
る
見
解
書
の

縦
覧
・
閲
覧
、
都
民

の
意
見
を
聴
く
会
、

公
述
人
の
募
集

　

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

い
て
、
次
の
事
業
に
関
す
る
見
解
書
が

ご
覧
（
縦
覧
・
閲
覧
）
い
た
だ
け
る
と

と
も
に
、
都
民
の
意
見
を
聴
く
会
を
傍

聴
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
都
民
の
意

見
を
聴
く
会
で
公
述
を
希
望
さ
れ
る
方

は
期
間
内
に
次
の
申
し
出
先
へ
申
し
出

て
下
さ
い
。

【
事
業
名　

（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ク
多
摩
建
築
事
業
（
八
王
子
市
別
所

２－

　

）
】

５６

〈
見
解
書
の
縦
覧
・
閲
覧
〉

○
期
間　

８
月
３
日
（
水
）
〜　

日
２２

（
月
）
（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
は

除
く
）

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

　

分
３０○

縦
覧
・
閲
覧
場
所　

縦
覧
＝
境
川
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
木
曽
町
）
、
閲
覧

＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

〈
都
民
の
意
見
を
聴
く
会
〉

　

公
述
の
申
し
出
が
無
い
場
合
は
開
催

し
ま
せ
ん
。

○
日
時　

９
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら

○
会
場　

南
大
沢
文
化
会
館
展
示
・
多

目
的
室
（
八
王
子
市
南
大
沢
２－

　

）
２７

○
定
員　
　

人
程
度
（
当
日
午
後
１
時

８０

　

分
か
ら
会
場
で
先
着
順
に
傍
聴
券
を

３０

配
布
し
ま
す
）

〈
都
民
の
意
見
を
聴
く
会
の
公
述
人
の

募
集
〉

○
公
述
時
間　

１
人　

分
以
内

１５

○
定
員　
　

人
程
度
（
抽
選
）

２５

○
申
し
込
み　

事
業
名
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
住
所
・
電
話
番
号
（
団
体
等

は
、
そ
の
名
称
・
事
務
所
所
在
地
・
代

表
者
の
氏
名
・
公
述
人
の
役
職
名
と
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
）
・
公
述
の
要

旨
を
明
記
し
、
８
月　

日
〜　

日
（
消

１０

２４

印
有
効
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
東
京

都
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部
環
境
影
響

評
価
課
調
整
係
（
〒　

－
８
０
０
１
、

１６３

新
宿
区
西
新
宿
２－

８－

１
、
11　

・
０３

５
３
８
８
・
３
４
４
０
）
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

農
業
振
興
事
業
補
助
金

【
２
０
０
６
年
度
実
施
予
定
分
】

　

市
民
に
安
全
で
新
鮮
な
農
畜
産
物
を

提
供
す
る
た
め
に
、
経
営
を
改
善
・
合

理
化
し
、
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
す

事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

５
年
以
上
農
業
を
続
け
る
意

志
の
あ
る
市
内
の
農
家
、
ま
た
は
３
人

以
上
が
参
加
す
る
農
業
法
人
・
営
農
集

団
で
あ
り
、
か
つ
右
表
の
条
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

○
対
象
事
業　

事
業
の
総
額
が　

万
円

３０

以
上
の
も
の

○
交
付
額　

認
定
農
業
者
・
農
業
法
人

・
営
農
集
団
＝
経
費
の
２
分
の
１
（
１

５
０
万
円
限
度
）
、
そ
の
他
の
農
家
＝

３
分
の
１
（
１
０
０
万
円
限
度
）

○
申
し
込
み　

申
請
書
（
農
業
振
興
課

・
Ｊ
Ａ
各
支
店
に
あ
り
ま
す
）
に
関
係

書
類
を
添
え
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必

３１

着
）
に
農
業
振
興
課
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・

３３

１０

２
１
６
６
）
へ
（
郵
送
可
）
。

※
２
０
０
４
年
度
、
２
０
０
５
年
度
で

既
に
補
助
金
限
度
額
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

５頭以上飼育牛または馬

１０頭以上飼育豚

５００羽以上飼育鶏

５００本以上栽培ホダ木

２００㎡以上設置ハウス

２０a以上耕作田畑

１０a以上耕作生産緑地

　

私
た
ち
は
、
買
い
物
や
通
勤
・
通
学

な
ど
で
道
路
を
毎
日
利
用
し
て
い
ま

す
。
道
路
は
、
一
歩
家
を
出
れ
ば
、
そ

こ
に
あ
る
大
変
身
近
な
存
在
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
身
近
さ
ゆ
え
に
、
市
民
の

共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
あ
ま
り
意
識

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
機
会
に
、
道
路
の
存
在
や
役

割
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り

　

市
で
は
、
快
適
で
安
全
な
道
路
環
境

に
向
け
て
、
市
民
活
動
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
道
路
管
理
手
法
と
し
て
違
反
広

告
物
除
却
員
（
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

に
よ
る
違
反
広
告
物
の
除
却
制
度
、
ア

ダ
プ
ト
･
ア
･
ロ
ー
ド
制
度
（
道
路
用

地
等
の
市
民
管
理
制
度
）
な
ど
の
制
度

を
整
備
し
、
市
民
と
と
も
に
道
路
の
環

境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
発
足
し
た
違
反
広
告
物
制
度
で

は
、
現
在　

団
体
１
６
９
人
の
方
々
が

１９

市
内
各
地
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、
既
に

約
７
０
０
枚
の
違
反
広
告
物
が
市
民
の

手
で
除
却
さ
れ
て
い
ま
す
（
７
月　

日
１２

ま
で
に
報
告
さ
れ
た
も
の
）
。

　

ま
た
、
本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ダ

プ
ト
･
ア
･
ロ
ー
ド
制
度
で
は
、
２
団

体
と
管
理
協
定
を
締
結
し
、
道
路
予
定

地
等
の
管
理
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
３
件
に
つ
い
て
管
理
協
定
締
結
に

向
け
て
協
議
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
各
地
域
に
お
け
る
市
民
の
活

動
も
活
発
で
、
地
域
住
民
に
よ
る
美
化

活
動
や
学
生
･
生
徒
に
よ
る
通
学
路
等

の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
生
活

に
身
近
な
道
路
環
境
に
対
す
る
市
民
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

道
路
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

道
路
は
、
誰
も
が
利
用
す
る
共
有
財

産
で
す
。
し
か
し
、
一
部
の
人
た
ち
の

違
法
行
為
や
マ
ナ
ー
違
反
が
、
道
路
環

境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た

ち
が
快
適
で
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
、
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
道
路
に
空
き
缶
や
粗
大
ご

み
、
残
土
等
を
投
棄
す
る
こ
と
は
、
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
交
通

の
障
害
に
な
り
ま

す
。

②　

樹
木
の
せ
り
出

し
は
、
通
行
で
き
る

幅
を
狭
め
た
り
交
通

標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を
見
に
く
く
し
た

り
し
て
大
変
危
険
で

す
。
樹
木
は
早
め
に

 
剪 
定
し
ま
し
ょ
う
。

せ
ん③　

自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
、
自
転
車
の

迷
惑
駐
車
・
駐
輪

は
、
交
通
の
妨
げ
に

な
る
だ
け
で
な
く
事

故
を
誘
発
し
大
変
危
険
な
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

④　

電
柱
や
標
識
柱
等
に
、
は
り
紙
、

は
り
札
、
立
看
板
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置

す
る
こ
と
は
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
違
反
広
告
物
は
、
道
路
の

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
自
動
車

や
歩
行
者
の
視
界
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

が
あ
り
危
険
で
す
。

⑤　

商
品
等
を
道
路
上
に
置
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
商
店
街
な
ど
の
道
路
幅

の
狭
い
と
こ
ろ
で
は
、
自
動
車
や
歩
行

者
が
通
行
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

毎日通る通学路は自分たちできれいに（登校前に道路清
掃をしている中学生、玉川学園前駅前）

８月１０日は「道の日」
　道の日のシンボルマークは、
道路と人を図案化したもので、
道によってもたらされる人と人
との出会い、ふれあい、道路の
大切さをイメージしています。

き
れ
い
な
道
は

通
る
み
ん
な
が

き
も
ち
い
い

き
れ
い
な
道
は 

通
る
み
ん
な
が 

き
も
ち
い
い

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
・
８
月　

日
は
「
道
の
日
」
で
す

１０

□問
 

道
路
管
理
課
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７
２
４
・
１
１
５
１

違反広告物除却団体の活動状況 ２００５．７.２０現在
人数活動地域団体名NO.
７相原町（中相原地区）中相原町会１
８原町田（中心市街地）ターミナルロード商店会２
３原町田原町田４丁目第二町会３
９忠生ハスの会４
４原町田３丁目原町田３丁目町内会５
１３小山町小山をきれいにする会６
１４原町田６丁目町田一番街７
２３小山町町田市青少年健全育成小山地区委員会８
３南町田駅・すずかけ台駅周辺松涛会９
１４原町田６丁目町田二番街商店会１０
７南町田境川緑のルネッサンス１１
１５玉川学園玉川学園町内会１２
９南つくし野南つくし野自治会１３
４能ヶ谷町ボランティアK・S１４
８つくし野４丁目つくし野四丁目自治会１５
３原町田原町田－丁目パトロール隊１６
１０鶴川駅周辺能ヶ谷有志の会１７
１０金森・小川・鶴間南中学校PTA有志１８
５原町田２丁目原町田二丁目商店会１９
１６９計

　

本
紙
７
月　

日
号
８
面
掲
載
の

２１

「
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
ま

す
」
の
町
名
表
示
に
「
図
師
町
」

の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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・
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０
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う
ん


